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昭和 7年 4月 報道「春陽会展をパリで開く」 東京日日新聞 
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報
道 

「
洋
画
の
本
場
パ
リ
で 

 
 
 
 

気
を
吐
く
春
陽
会 

十
周
年
記
念
に
大
躍
進 

 
 
 
 

南
画
院
も
進
出
の
計
画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

  

 

  

二
科
会
と
共
に
わ
が
在
野
洋
画
壇
の
王
座
を
占
め
る
春
陽
会
で
は
廿
四
日
か
ら
第
十

回
展
覧
会
を
府
美
術
館
に
開
く
が
、
過
般
来
春
陽
会
創
設
十
周
年
記
念
と
し
て 

今
秋

を
期
し
て
フ
ラ
ン
ス
、
パ
リ
で
春
陽
会
展
開
催
の
計
画
が
あ
り
、
在
仏
会
員
長
谷
川
潔
、

木
下
孝
則
の
両
氏
と
会
友
の
永
瀬
義
郎
氏
等
と
打
ち
合
わ
せ
て
ゐ
た
が
、
計
画
も
漸
時

具
体
化
し
た
の
で
、
過
般
渡
仏
し
た
会
員
長
谷
川
昇
氏
が
一
切
の
事
務
事
項
を
携
へ
て

最
後
の
交
渉
に
当
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
同
氏
か
ら
の
報
告
が
あ
り
次
第
急
速

に
具
体
化
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
従
来
わ
が
洋
画
家
が
パ
リ
で
個
展
を
開
い
た
こ
と
は

そ
の
例
も
多
く
パ
リ
画
壇
に
お
け
る
日
本
人
の
勢
力
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
つ

の 

団
体
と
し
て
乗
り
出
す
の
は
春
陽
会
が
最
初
で
、
殊
に
日
本
画
と
異
な
り
油
絵
で

の
海
外
進
出
は
わ
が
画
壇
の
大
き
な
誇
り
で
あ
ら
う
。
な
ほ
、
パ
リ
Ｎ
Ｒ
Ｆ
（
新
美
術

評
論
社
）
の
招
聘
で
パ
リ
日
本
美
術
院
展
を
開
く
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
日
本
美
術
院
は

引
続
き
準
備
を
進
め
て
ゐ
る
が
、
日
本
南
画
院
で
も
パ
リ
で
南
画
展
開
催
の
計
画
が
あ

る
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（『
東
京
日
日
新
聞
』 

昭
和
七
年
四
月
） 

 

*

「
こ
の
年
（
昭
和
七
年
）
、
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
よ
り
招
待
を
受
け
た
が
出
品
し

な
か
っ
た
。
」（『
春
陽
会
七
〇
年
史
』） 
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